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＜あらまし＞ 子供が学習の状況を把握し，主体的に学習を調整するための自己調整ツールを

開発した．このツールは，カンバンボードを使って計画を立てたり，学びの自己調整の学習履

歴を蓄積してリアルタイムに可視化したりする．これにより，これまでの印刷された学習計画

表では取得できなかった自らが学びを調整する過程を分析・可視化できるようになる．今後、

実際の授業での実践を通じて蓄積された学習履歴を分析していく． 
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1. 研究の目的 

中央教育審議会は，令和 3 年に「「令和の日

本型学校教育」の構築を目指して（答申）」を

取りまとめた．その中で，「子供が自らの学習

の状況を把握し，主体的に学習を調整するこ

とができるよう促していくことが求められる」

と述べ，その際に，ICT の活用により学習履

歴（スタディ・ログ）を蓄積・分析・利活用

していく必要性を言及している． 

子供が主体的に学習を調整する方法の 1 つ

として，単元内自由進度学習が挙げられる．

例えば，広島県の実践では，印刷された学習

計画表に記入して学習を調整している．また，

木村ら（2022）は，学習計画表を活用した自

己調整スキルの育成の効果を検証している．

これらの実践は，印刷された学習計画表のた

め，「どのように学習計画を組み立てたか」「ど

のように計画を見直したか」といった学習を

調整する過程の学習履歴を蓄積・分析・利活

用がしづらい． 

そこで本研究では，ICT を活用し，上記の

課題を解決する自己調整ツールを開発するこ

とを目的とする． 

 

2. 自己調整ツールの開発 

2.1. コンセプト 

主体的に学習を調整する学習方法の 1 つで

ある自己調整学習の予見，遂行，省察のフェ

ーズから検討したコンセプトを次に記す． 

予見では，子供が単元を見通し，学習を自

ら調整できるようにする．遂行では，教員と

子供が授業中の進捗状況を把握できるように

する．省察では，取り組みを自己評価し，振

り返りを入力できるようにする．加えて，一

連の取り組みをリアルタイムに把握できるよ

うダッシュボードを構築したり，蓄積された

データを分析したりできるようする． 

また，子供の活用のしやすさや，教員が授

業に応じて編集しやすいことを考え，Google

スプレッドシート（以降，スプレッドシート）

で動作するツールとする（図 1）．  

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2. 設計 

 ここでは，前節のコンセプトに沿って，ツ

ールの設計を記す． 

（1）単元の見通し 

子供が学習内容をもとに学習計画を立てる

カンバンボードを表示する（図 1 最上位ウィ

ンドウ）．学習内容は教員が事前に設定したも

のの他に，子供が学習内容を追加できるよう

にする．また，教科書や問題集などの種類ご

とに色を付け，完了した学習内容が分かるよ

うにする． 

（2）予見 

授業始めに，その時間の学習の見通しを立

てる．その際，時間をかけずに子供が操作で

きるようにスプレッドシートのプルダウン機

能で設定した項目から見通しや学習のペース，

学習方法などを選択できるようにする．具体

図１ 開発した自己調整ツール 
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的な項目は，三井ら（2023）の「学びのデザ

インシート」をもとに，自由進度学習に取り

組んでいる小学校教員 3 名，中学校教員 2 名

にヒアリングして決定した． 
（3）遂行 

授業途中に，学びの自己調整が上手くいっ

ているかどうかを確かめるために，子供が進

捗状況を選択する．これにより，子供も教員

も学習の状況を把握できるようにする． 
（4）省察 

授業終わりに，計画の達成度や学習内容の

理解度，授業の満足度を選択し，学習の振り

返りを記入できるようにする．  
（5）総覧性 

単元を通して，子供はスプレッドシート内

の 1 つのシート上で，プルダウンで選択をし

たり，振り返りを入力したりできるようにし，

紙の学習計画表のように，学習の進捗を把握

しやすく，前時までの振り返りも見返しやす

くする．これにより，一般的なフォーム機能

での前時までの記録を見ながらの回答のしづ

らさの解決を目指す． 
（6）ラーニング・アナリティクス 

子供の学びの自己調整を教員が見取り，効

果的な指導・支援に繋げていくために，スプ

レッドシートのデータをリアルタイムにダッ

シュボードに表示したり，子供の学習履歴（操

作ログ）を分析したりできるようにする． 
 
2.3. 評価実験 

自由進度学習に取り組んでいるA中学校の

英語において，前節で設計した自己調整ツー

ルのスプレッドシートを生徒に配布して授業

を実践してもらった．授業の実践後，ツール

のユーザビリティ調査を行い，生徒 14 名か

ら回答を得た（図 2）． 
調査のための選択肢は，「とても当てはまる

（5）」から「まったく当てはまらない（1）」
の 5 件法とした．単元を通した見通しのしや

すさ．計画の立てやすさ・振り返りのしやす

さは，いずれも肯定的な回答が 80％を超えた．

カンバンの操作性は，78％を超える肯定的な

回答であった． 
 
 
 
 
 
 
自由記述からは，「予定が横に掲示されるの

で、見通しが立てやすかった」「自分の進捗状

況が確認できて使いやすかった」「計画をすぐ

に変えることができるところが使いやすい」

といった内容があった． 
これらの結果から，自己調整ツールが単元

を見通して学習の計画を立てたり，自らが学

びを調整しながら進めたりすることができた

ことが示唆された． 
 
3. おわりに 

本稿では，自己調整ツールの開発と評価実

験について述べた．今後，A 中学校での授業

実践を通して，ダッシュボードの活用効果や，

蓄積した学習履歴を分析し，質問紙やテスト

結果との関連や，学びの自己調整における教

員の効果的な指導・支援方法を検討していく． 
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図２ 評価実験結果 
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